	横浜市なしの木学園の

民営化及び再整備に係る
設置運営法人公募

申　込　書　類


平成25年　　月　　日
申　　込　　書
（申請先）
横浜市長
（申請者）
所在地
法人名

代表者名　　　　　　　　　　　　　　　印
横浜市の計画に基づき、横浜市なしの木学園の民営化及び再整備事業に応募を希望しますので、別添の事業計画書、その他関係書類を添えて提出します。

【連絡先（事務担当者）】

(1)担当部署　

(2)担当者氏名　
(3)電話番号　
(4)ＦＡＸ　　
(5)ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　
【事　業　計　画　書】
※記入しきれない項目がある場合は、

別紙に記入して添付してください。
１　社会福祉法人の概要 　　

(1) 法人名・所在地

	法　人　名
	

	所　在　地
	

	設立許可年月日
	

	設立登記年月日
	


(2) 現在運営している施設名（第一種及び二種社会福祉事業）

	施　設　名
	所　　在　　地
	設立許可年月日
	定　員

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


(3) 施設以外の障害児・者への福祉事業

	事　業　名
	事　業　内　容
	事業開始年月日

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


(4) 役員構成

	職　名
	氏　　名
	年齢
	住　　　所
	職　業
	障害者福祉

事業従事歴

（年）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


(5) 法人代表者

	（ふりがな）

氏　　名
	障害福祉事業経験の

有無、経験年数
	履歴等資料

	
	□ 無
	□ 有（　　年）
	履歴書別添

	
	
	
	


(6) 施設長予定者
	　　（ふりがな）

氏　　名
	障害福祉事業経験の

有無、経験年数
	履歴等資料

	
	□ 無
	□ 有（　　年）
	履歴書別添

	
	
	
	


２　事業計画

(1) 応募理由（法人の理念、移管にあたって法人の理念をどう具体化するか等）
	


 (2) 人権・権利擁護の考え方（法人の方針、取り組み等）
	


(3) 入所児童への支援の基本的考え方

	


(4)児童相談所等の関係機関や家族との連携方法等に関する考え方
	


(5) 児童期から成人期にかけての支援の考え方（地域移行に向けた一貫した支援体制等）
	


(6) 再整備計画の考え方（建物の基本的コンセプト、諸室配置の考え方等）
	


(7) 職員配置についての考え方（経験年数、男女別等）
	


(8) 職員の人材育成、技術の向上を図るための考え方

	


(9) 在宅障害児への支援、地域連携（ボランティア等）についての考え方

	


３　資金計画

(1) 施設再整備に係る自己負担額財源内訳

　　（単位：千円）

	法人等自己負担額
	内　　　　　訳

	
	法人等自己負担額
	後援会等寄付金
	金融機関等借入金

	８７，０００
	
	
	


(2) 借入金内訳

　　（単位：千円）

	借入先
	借入金額
	償還年限
	年間償還額

	横浜市社会福祉協議会
	
	
	

	その他金融機関
	
	
	

	合　計
	
	
	


(3) 償還資金計画

　　（単位：千円）

	区　分
	年間償還額
	備　　　考

	寄付金
	
	

	法人会計
	
	

	その他
	
	

	合　計
	
	


(4) 当初運営費

　　ア　運用財産資金計画

　　（単位：千円）

	区　分
	金　　　額
	備　　　考

	寄付金
	
	

	法人会計
	
	

	その他
	
	

	合　計
	８０,０００（２か月分）
	


※　運用財産見込額（８０,０００千円）は、開設当初約２か月の運営概算額です。
※　施設措置費、神奈川県国民健康保険団体連合会を経由して横浜市から支払われる障害児施設給付費の収入は約２か月後位となる見込みです。

　　   イ　運用財産寄付者

　　（単位：千円）

	寄付者氏名
	年齢
	法人との
関係
	職業
	寄付金額
	24年度の
所得金額

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合　　　　　　計
	
	



